
船橋市（64万人）

 イラスト付きで解説している
 英文により外国居住者への訴求がある
 引っ越し時の警告がある
 QRコードでの解説誘導がある

千葉市（99万人）

 ビジネスゴミへの警告がある
 町会・自治会名の記載欄がある
 QRコードでの解説誘導がある
 視認性が高い

流山市（22万人）

 シンプルなデザインだが、視認性は高い

松戸市（50万人）

 周辺自治体に比べ、視認性が悪い
 混乱の原因となっている水曜日問題、（１）と（２）の

表記が小さすぎて見えない

■小金地区会資料：ゴミステーション案内看板自治体比較 2025.10.30
作成：小金中町町会



市川市（人口/48万人）

 イラスト付きで解説している
 英文により外国居住者への訴求がある
 視認性が高い
 HPから各エリアごとに出力できる

福岡市（人口/164万人）

 ゴミは４分類で回収（燃えるゴミ・燃えないゴミ・空きびん
ペットボトル・粗大ごみ）

 日没から夜１２時までに自宅前にゴミを出し、夜間回収
 事業ごみ・粗大ごみへの対応を明記
 QRコードでの解説誘導（多数）
 識別表示マークの明示
 イラスト付きで解説/フリガナ付（弱者への配慮）



福岡市

★AI（Gemini）に問いかけてみました
「家庭ごみの回収で最も住民にやさしいサービスをしている自治体はどこですか？」

◆利便性を重視した「生活へのやさしさ」
ごみ出しの時間や方法に工夫を凝らし、住民の日常生活の負担を減らしている自治体です。
⇒福岡市（政令指定都市で唯一）：ごみの夜間収集（日没から午前0時まで）を実施しています。

メリット: 朝の街並みがきれいになる、カラスなどの鳥獣被害が少ない、日中忙しい人でもごみが出しやすいなど、市民の満足度
が高い行政サービスとして知られています。

【まとめ】 住民サービスとして最も「やさしい」と感じるかは、個人の価値観によります。
ごみ出しの負担軽減という観点では、福岡市の夜間収集が特に「住民の生活に配慮したやさしいサービス」として注目されていま
す。

◆住民にやさしいサービスの具体例
戸別収集の導入ごみ収集場所までごみを運ぶ負担を減らすため、各家庭の玄関先などでごみを回収する方式です。特に高齢者や
小さな子供がいる世帯などにとって大きな利便性があります。

【事例】
神奈川県平塚市（約28万人）や神奈川県鎌倉市（約18万人）などで、高齢化などを背景に戸別収集の導入・拡大が進められていま
す。

■回収したゴミの処理方法
出典：ふくおか環境財団／ごみの出し方
https://youtu.be/QmOeoW3k670?si=sE8iooHY6fZFqxhC

■小金中町町会のゴミステーションに
設置した周知看板

【目的】
①ゴミステーションの運営を町会が実施していることを告知。

町会会員ではない方（会費を払っていない人）、小金中町
町会以外の方の使用抑制（ポイ捨てへの対処）

②家庭ごみの分別ルールの徹底

③「さんあ～る」への誘導（ＨＰ上でも実施）

③ゴミステーションのナンバリング


